
會
　
　
告

■
其
後
入
會
者
左
の
如
し

　

和
歌
山
市
本
町
七
丁
目
六
番
地

　
　
　
　
　
　
　

賛

　

　
　
島

村

安

三
郎

　

群
馬
縣
富
岡
町
上
町
飯
塚
方

　
　
　
　
　
　
　

賛
　

　

　

柴
　

崎
　

　

享

■
別
項
廣
告
欄
に
有
之
候
通
り
、
水
彩
畫
講
習

所

に
於
て
は
、
通
信
教
授

の
方
法
を
設
け
、
丸
山
氏

主
と
し
て
其
任
に
あ
た
る
こ
とと
致
候

■
右
は
地
方
有
志
の
切
な
る
要
求
に
應
じ
て
新
に

計
畫

せ
し
も
の
に
候

へ
ど
も
、
同
時
に
本
會

々
員

の
作
品
添
削
を
廢
せ
し
を
こ
れ
に
て
補
は
ん
爲
め

に
候

■
本
會

々
員

に
し
て
、
地
方
講
習
生
た
ら
ん
と
す

る
に
は
、
別
に
記
名
料
を
要
せ
ず
候

■
會
員
徽
章
の
意
匠
は
只
今
丸
山
氏
の
手
に
て
考

案
中
、
そ
の
う
ち
出
來
可
致
候
に
付
、
今
少

々
御

猶
豫
下
さ
れ
た
く
候

口
水
彩
畫

講
習
所
は
漸
次
擴

張
の
筈

に
て
、
今
回

規
定

の

一
部
を
改
正
致
候
猶
新
に
地
方
講
習
生
の

規
定
を
設
け
候

□
十
軒
店
教
塲

へ
は
、
新
に
河
合
新
藏
氏
講
師
と

し
て
時

々
出
席
致
さ
る
ゝ
筈
に
候
。
教
室
廣
く
餘

席
澤
山
有
之
、
此
際
有
志
の
士
の
入
會
を
希
望
致

候

□
地
方
に
在
て
、
版
畫

の
ほ
か
肉
筆

の
水
彩
畫

を

見
し
こ
とな
き
人

々
の
爲
め
、
又
臨
本
或
は
參

考
と

し
て
望
ま
る
ゝ
人
の
爲
め
に
、
河
合
丸
山
大
下

三

氏
に
囑
し
て
、
小
水
彩
畫

を
頒
つ
こ
とと
致
候
、
精

し
く
は
廣
告
欄
を
御
覽
下
さ
れ
度
候

□
下
谷
白
眼
生
氏
は
、
文
房
堂
營

業
に
つ
い
て

一

書
を
寄

せ
ら
れ
候
、
同
店
は
本
會
に
於
て
、
會
員

の
爲
め
特
約
割
引
等
致
さ
せ
居
候
事
故
、
早
速
店

主
に
對

し
不
都
合
な
き

や
う
交
捗

致
置
候
。

猶
會

員
及
讀
者
諸
君
の
う
ち
御
意
見
あ
る
方
は
、
自
他

の
爲
め
御
投
書
あ
り
度
希
望
致
候

□
次
號

に
は
、
本
號
續

稿
の
ぽ
か
、
石
川
欽

一
郎

氏
の
色
彩
の
話
、
丸
山
晩
霞
氏
の
樂
し
き

一
日
、
石

井
栢
亭
氏
の
關
西
美
術
會
展
覽
會
所
感
等
掲
出
致

す
べ
く
候

◎
本
年
度
中
等
教
員
豫
備
試
驗

自
在
畫

問
題
は
左

の
如
し

(大
橋
三
平
氏
所
報
)

　
臨
畫

　
讀
書

(
こ
れ
は
二
人
の
女
子
讀
書
を
な

す
所

)

　
新
案
畫

　
屈
曲
せ
る
平
遠
な
る
街
道
の
圖
を
作

　
れ

(
但
六
本
以
上
の
電
柱
を
畫
き
其

一
柱
は
畫

者

に
接
近
す
る
を
要
す
、
遠
山
及
人
馬
の
徃
來

あ
る
べ
し
)

　

　

右

三

時

間

評
　

◎

水

彩

風
景

千

紫
萬

紅

(
下
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山
晩
霞
筆

　
　
　
　
日
本
橋
通
二
丁
目
　
松
聲
堂
發

行

　

石
版
刷
六
枚

一
組
　
金
三
十
錢

櫻
、
桃
、
李
、
菜

の
花
、
藤
、
秋
草
等
何
れ

も
艷

麗
な
る
色
彩
に
し
て

印
刷
又
あ
し
か
ら
ず
丸
山
氏

の
花
を
描
く
に
巧
な
る
は
世
巳
に
定
評
あ
り
初
學

者
の
參
考
畫
と
し
て
適
當
な
る
繪

ハ
ガ
キ
な
る
べ

し
(K
S
K
)

◎
寫

眞

例
題

集
　

三
十
一
巻

　
　
　
　
大
阪
心
齋
橋
通
　
桑
田
商
會
發

行

　

コ
ロ
タ
イ
プ
寫
眞
版
十
葉
三
十
錢

奥
田
氏
の
『
雨
後
の
深
山
』
身
は
其
境

に
あ
る
が
如

く
、
高

田
氏
の
『漁
船
』
タ
テ
畫
と
し
て
如
何
の
も

の
に
や
、
山
下
氏
の

『
朝
霧
昇
天
』
は
鮮
明
の
出

來
、津
曲
氏

の
『海

の
も
の
曉
色
』
主
眼
何
處
な
り

や
圖
の
統

一
な
き
は
憾
む
べ
し
、
平
井
氏
の
『
路
傍

の
馬
』
面
白
く
、
大
西
氏
の
『漁
り
』
は
心
地
よ
き

出
來
な
り
、
從
來
單

に
關
西
地
方
の
風
景
の
み
紹

介
さ
れ
し
が
、
漸
く
關
東
方
面
の
印
畫
を
見
る
は

嬉
し
き
こ
とな
り
。


